
心
の
窓

「
こ
ど
も
の
日
」
は
1
9
4
8

年
に
国
会
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。

「
男
子
の
祝
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
ま
だ
ま
だ
拭
え
な
い
感
も

あ
る
が
、
子
ど
も
の
人
格
を
重

ん
じ
、
子
ど
も
の
幸
福
を
は
か

る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る

休
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
そ
も
そ
も
の
起
源
は
古
来

中
国
で
、
菖
蒲
や
よ
も
ぎ
を
軒

に
吊
る
し
て
無
病
息
災
を
願
っ

た
行
事
が
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
日
本
で
は
「
端
午
の
節
句
」

と
し
て
宮
中
か
ら
鎌
倉
の
武
家

社
会
へ
伝
わ
り
、
武
道
等
を
尊

ぶ
節
句
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
5
月
5
日
を
式

日
と
決
め
大
名
た
ち
が
式
服
で

江
戸
城
へ
お
祝
い
を
奉
納
す
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
武
家

に
男
の
子
が
生
ま
れ
る
と
玄
関

前
に
馬
印
や
幟
を
立
て
て
祝
う

よ
う
に
な
り
、
庶
民
へ
も
広
ま
っ

て
い
く
が
、
庶
民
は
幟
旗
を
立
て

ら
れ
な
い
た
め
「
鯉
の
ぼ
り
」
が

で
き
今
日
の
習
慣
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鯉
は

「
鯉
の
滝
登
り
」
等
の
古
事
で
知

ら
れ
る
通
り
鯉
か
ら
龍
へ
出
世

す
る
魚
と
考
え
ら
れ
、
子
の
立
身

出
世
を
願
っ
て
飾
ら
れ
た
と
の

こ
と
。
こ
の
よ
う
に
男
子
が
期

待
さ
れ
た
時
代
の
名
残
が
あ
る
。

歴
史
の
事
実
を
受
け
止
め
て
、

「
こ
ど
も
の
日
」
を
き
っ
か
け
に

誰
も
が
公
正
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
へ
の
道
筋
を
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

�

チ
ャ
ー
リ
ー

３
月
25
日（
金
）「
い

の
ち
の
章
典
」
実
践

交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

“
ど
ん
な
と
き
で
も
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
に
”
～

い
き
る
を
支
え
る 

生

協
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
～
。

大
野
正
喜
専
務
よ

り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦

争
に
ふ
れ
、
あ
ら
た

め
て
医
療
福
祉
生
協

と
し
て
被
爆
の
実
相

と
被
爆
者
の
声
を
世

界
に
発
信
し
、
核
兵

器
禁
止
、
核
兵
器
廃

絶
の
世
論
と
運
動
を
高
め
る
た
め
に
頑
張

り
た
い
こ
と
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て「
命
は
無
差
別
平
等
で
あ
る
」、
私
た

ち
が「
い
の
ち
の
章
典
」
を
学
び
実

践
す
る
中
で
一
人
一
人
の
命
と
心
、

人
間
の
尊
厳
と
人
権
を
大
切
に
さ

れ
る
社
会
を
つ
く
り
だ
し
て
い
き

た
い
と
力
強
い
開
会
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

交
流
会
の
冒
頭
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
部
事
業
推
進
課
の
東
祥
子

課
長
よ
り「
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
」
と
題
し
た
終
活（
お

い
か
つ
）
に
つ
い
て
の
学
習
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
65
歳
か
ら
75
歳
で
す
。
人

生
で
何
度
か
お
と
ず
れ
る“
黄
金
期
”、
も
っ

て
い
る
力
を
活
用
し
て
、
助
け
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
使
う
こ
と
。
活
か
す
場（
生

協
活
動
）
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
人
生
を
明
る
く
す
る『
か
き

く
け
こ
』
は
ま
さ
し
く
生
協
の
活

動
で
す
ね
」
の
投
げ
か
け
に
会
場
の
多
く

の
方
が
う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
自
分

ら
し
く
」
と
は
自
分
自
身
だ
け
で
の
準
備

で
は
な
く
、
そ
の
思
い
や
考
え
を「
大
切
な

人
」
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
大
切
で
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
感
想
に「
老

活
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」
と
多

く
の
方
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
各
支
部
・
事

業
所
よ
り
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年

目
の
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
の

中
で「
あ
き
ら
め
な
い
」

「
で
き
る
こ
と
」
に
邁

進
さ
れ
て
お
り
、「
つ

な
が
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
る
報
告
で
し

た
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
な
か
な
か
減
少

し
な
い
な
か
、
短
時
間

開
催
と
な
り
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
え
な
か
っ
た
こ
と
が

非
常
に
残
念
で
す
。

組
合
員
39
名
、
職
員

32
名 

計
71
名
の
参
加

が
あ
り
、
新
し
い
活

動
へ
の
ヒ
ン
ト
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

コロナ禍でのつながり…地域包括ケア部事業推進課　倉野　隆行副主任
バザーで組合員、地域のつながりを…五月が丘支部　木下　啓子支部長
訪問行動からの取り組み…観音・天満支部　寄本　克枝支部長
被災者支援バザー決行記…有田　健男支部長
組合員と共に「おかしい」ことへの解決へ全進…理事会社保・平和委員会　安徳　剛さん
コロナ禍出の班づくりと合同班会の開催…東区北支部　西川　芳枝支部長
元気なときから看取りまで…田頭　嘉直介護事業部事務長

コロナ禍でのつながり 地域包括ケア部事業推進課
倉野 隆行副主任

バザーで組合員、地域のつながりを 五月が丘支部　木下 啓子支部長
訪問行動からの取り組み 観音・天満支部　寄本 克枝支部長
被災者支援バザー決行記 田方支部　有田 健男支部長
組合員と共に

「おかしい」ことへの解決へ前進
理事会社保・平和委員会
安徳 剛さん

コロナ禍での班づくりと合同班会の開催 東区北支部　西川 芳枝支部長
元気なときから看取りまで 介護事業部　田頭 嘉直事務長

人生を明るくする「かきくけこ」
「か」　感動
「き」　機嫌よく
「く」　工夫して
「け」　健康
「こ」　貢献・交流

日時 毎週水曜日10時〜12時
「のびのび」行事

4日
18日

11日
25日

お休み
英語であそぼう

わくわく絵本の世界

5月の予定子育て広場

親子でストレッチ ◎

※�企画内容は都合により変更となる
場合があります。

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては中止とさせていただく場合がございますのでご了承ください。

月5
生協けんこうプラザ5階場所

第1週

第3週

第2週

第4週

子ども食堂 生協わくわくぱーてぃー
【日にち】5月14日（土）
【時　間】11時30分～12時30分
【場　所】いきいきプラザ2階
※開催場所が変更になる場合がございますので、詳細はお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染症対策の観点から食事のみの提供とし、時間を短縮して開催してお
ります。感染状況によっては中止となる場合がございますので詳細はお問い合わせください。
※午前7時の時点で警報が出ている場合は、中止とさせていただきます。
※アレルギー対応はしておりませんので、ご了承ください。

お米・野菜等食材のご提供もお待ちしております(^^♪
お申し込みは☎082-532-1264（組合員活動推進課）まで

調理・あそびボランティアさん
大募集中！！

どなたでも
参加できます。

けんこう 第 号 協同組合がよりよい社会を築きます

編集部連絡先
〒733-0031 広島市西区観音町16-19
電話（082）-532-1264
FAX（082）-532-1267

http://www.hch.coop/
「広島中央保健生活協同組合」

アドレス
Facebook

発行責任者 生協広報委員会
出 資 金
組 合 員 数

広島中央保健生活協同組合だより

2022年
No.月号

月の

コロナ禍だからこそけんこうづくり

584

12億6,309万円
29,666人

2022年3月31日現在

5845

5

コロナ禍だからこそけんこうづくり
～
い
の
ち
の
章
典
実
践
交
流
会
～

人
生
を
明
る
く
す
る「
か
き
く
け
こ
」
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2022年5月号 号第584

第
一
号
議
案「
2
0
2
2
年
度
の
重
点
課
題
と
2
0
2
1
年
度
の
活
動
の
特
徴
」

1.
お
互
い
を
尊
重
し
て
多
様
性
を

認
め
合
い
、つ
な
が
り
を
絶
や
さ

な
い
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

①
地
域
の
感
染
状
況
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
、

班
会
や
居
場
所
、
子
育
て
応
援
の

取
り
組
み
な
ど
、
地
域
の
活
動
を

継
続
し
ま
す
。
S
N
S
や
W
e
b

を
活
用
し
た
組
合
員
同
士
の
交
流

を
広
げ
ま
す
。

②
地
域
に
開
か
れ
た
多
世
代
で
の
つ

な
が
り
を
広
げ
、
暮
ら
し
の
中
で

の
心
配
な
こ
と
を
受
け
止
め
ま

す
。
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

楽
し
く
交
流
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

よ
う
な
場
を
広
げ
ま
す
。

③「
で
か
け
る 

つ
な
が
る 

安
心
を

結
ぶ
」
こ
と
を
め
ざ
し
た
「
い
っ

せ
い
訪
問
行
動
」
を
継
続
し
て

実
施
し
、
表
面
化
し
に
く
い
困

り
事
に
も
気
づ
き
、
寄
り
添
え

る
ち
か
ら
を
つ
け
ま
す
。

④
長
引
く
自
粛
や
マ
ス
ク
生
活
に
よ

り
懸
念
さ
れ
る
認
知
症
や
フ
レ
イ

ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
進
行

を
予
防
す
る
た
め
、
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
健
康
づ
く
り

の
活
動
を
工
夫
し
て
広
げ
ま
す
。

「
す
こ
し
お
（
す
こ
し
の
塩
分
で

す
こ
や
か
な
生
活
）」
の
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

⑤
行
政
が
進
め
る
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
と
の
連
携
を
強
め
ま
す
。

　支
部
や
班
で
の
日
常
的
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
と
も
に
健
診
受
診
率

を
高
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄

与
し
ま
す
。

2.
協
同
の
力
で
地
域
に
必
要
な
事

業
の
質
を
向
上
さ
せ
、く
ら
し
の

安
心
と
満
足
を
高
め
ま
す
。

①
職
員
組
合
員
と
地
域
組
合
員
の

協
同
で
、
選
ば
れ
る
事
業
所
づ

く
り
を
す
す
め
、
事
業
収
益

（
2
0
2
1
年
度
比
●
％
）
及
び

事
業
費
用
（
2
0
2
1
年
度
比

●
％
）
予
算
を
達
成
し
ま
す
。

中
長
期
資
金
計
画
の
見
直
し
に

基
づ
く
必
要
剰
余
金
を
確
保
し

ま
す
。

②
第
６
次
長
期
計
画
の
最
終
年
度
と

し
て
掲
げ
た
課
題
の
総
仕
上
げ
に

取
り
組
み
、
2
0
3
0
年
の
あ
る

べ
き
姿
を
組
合
員
で
共
有
し
、
広

島
中
央
保
健
生
協
の
2
0
3
0
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

③
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、

「
総
合
力
と
連
携
」
の
視
点
で
事

業
の
強
化
や
見
直
し
に
取
り
組

み
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充

実
さ
せ
、
地
域
へ
の
発
信
力
を

高
め
ま
す
。
旧
福
島
生
協
病
院

跡
地
な
ど
生
協
内
の
資
源
活
用

に
つ
い
て
、
医
（
療
）・
福
（
祉
）・

（
配
）
食
・
住
（
居
）
の
視
点
を

掲
げ
、
必
要
な
資
金
を
確
保
し

て
進
め
ま
す
。

④
日
常
診
療
に
S
D
H
（
健
康
の

社
会
的
決
定
要
因
）
の
視
点
を

貫
き
、
必
要
な
時
に
十
分
な
医

療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の

尊
厳
や
人
権
尊
重
に
基
づ
く
倫

理
観
を
高
め
、
無
差
別
平
等
の

事
業
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
高
齢
社
会
化
が
進
行
す
る
中
、

医
科
・
歯
科
・
介
護
の
一
体
的

提
供
と
他
事
業
所
と
の
連
携
で
、

多
疾
患
併
存
の
多
く
の
患
者
の

要
求
に
応
え
ま
す
。

⑥
最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で

き
る「
生
協
10
の
基
本
ケ
ア
」（※

） 

の
実
践
を
進
め
、
元
気
な
時
か
ら

看
取
り
ま
で
を
支
え
る
介
護
事
業

の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

⑦
災
害
や
感
染
症
の
ま
ん
延
時
に

地
域
と
組
合
員
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
B
C
P
（
事
業

継
続
計
画
）
の
拡
充
と
定
着
を

す
す
め
ま
す
。

3.
地
域
の
す
み
ず
み
に
、医
療
福
祉

生
協
の
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、よ
り
身
近
な
つ
な
が
り
を

強
め
ま
す
。

①
広
島
中
央
保
健
生
協
の
認
知
度

を
高
め
、「
加
入
し
た
ら
安
心
」

と
実
感
で
き
る
組
織
へ
の
成
長

を
め
ざ
し
、
年
間
3
0
0
0
人

の
仲
間
ふ
や
し
に
挑
戦
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
が
医
療

福
祉
生
協
の
魅
力
を
語
り
広
げ

ま
す
。
加
入
後
、
高
齢
化
や
転

居
な
ど
に
よ
る
不
明
組
合
員
の

把
握
・
改
善
に
努
め
ま
す
。

②
新
た
な
支
部
づ
く
り
や
班
づ
く

り
を
す
す
め
、
顔
の
見
え
る
身

近
な
範
囲
で
安
心
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
強
化
し
ま
す
。

支
部
づ
く
り
目
標
を
３
支
部
と

し
、
組
合
員
の
多
様
な
要
求
実

現
の
場
で
あ
る
班
づ
く
り
の
目

標
は
50
班
と
し
ま
す
。

③
担
い
手
増
や
し
目
標
を
2
0
0

人
と
し
、
新
た
な
運
営
委
員
を

迎
え
入
れ
、
支
部
活
動
の
活
性

化
を
は
か
り
ま
す
。
機
関
紙
「
け

ん
こ
う
」
の
手
配
り
網
を
広
げ
、

活
動
に
参
加
す
る
組
合
員
の
「
や

り
が
い
」
を
大
切
に
し
ま
す
。

④
事
業
と
活
動
を
支
え
る
出
資
金
増

や
し
の
目
標
は
1
億
5
0
0
0
万

円
（
純
増
3
0
0
0
万
円
）
と
し

ま
す
。
積
立
増
資
者
を
新
た
に

2
0
0
人
増
や
し
ま
す
。

Ⅰ
．2
0
2
2
年
度
の
保
健
生
協
の
重
点
課
題（
案
）

協
同
の
力
で
、誰
も
が
健
康
で

居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

‘20 ‘20

‘20

‘20

‘20 ‘21

1,000

1,200

1,300

1,500

1,700
（人）

（年度）

1,100

1,400

1,600

組合員ふやし

1,417
1,448

（年度）
-25,000

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

200,000
（千円） 出資金増やしと純増額の推移

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘21

■出資金増やし
■出資金純増額

事業収益

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

（百万円）

（年度）

6,000

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19

5,106 5,149 5,168 5,162

5,438 5,469 5,534
5,626 5,624

班総数と班会回数の推移

0 0

50

100

150

200

250

300

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

班
会
回
数

班
総
数

（回） （班）

（年度）

■班会回数 　　班総数

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19

組合員数と出資金額の推移

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

出
資
金

組
合
員

（千円） （人）

（年度）
25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

35,000

37,000

39,000

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘21

■出資金合計 　　組合員

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300
（百万円） 経常剰余

（年度）
-500

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20

176
153

49

-463

-186

-138

-44

29

160

‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘21

1,576
1,615

1,323

1,376

1,308
1,291

1,399
1,381

※

「
生
協
10
の
基
本
ケ
ア
」・
・

社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会

（
奈
良
）
が
提
唱
し
、
尊
厳
を

護
る
、
自
立
支
援
ケ
ア
、
生

活
リ
ハ
ビ
リ
を
基
本
に
介
護

の
実
践
指
標
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、「
換

気
を
す
る
」「
床
に
足
を
つ
け

て
椅
子
に
座
る
」「
ト
イ
レ
に

座
る
」「
夢
中
に
な
れ
る
こ
と

を
す
る
」
な
ど
の
10
項
目
が

あ
り
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

決算前

決算前



3

2022年5月号 584号第

1.
第
６
次
長
期
計
画（
４
年
目
）の
運

動
と
組
織
づ
く
り

⑴
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
、安

心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
た
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
が
続
き
、
5
月
16
日

か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
を
皮
切

り
に
通
算
1
5
5
日
間
に
わ
た

る
感
染
対
策
期
間
が
設
定
さ
れ
、

組
合
員
活
動
が
大
き
く
制
限
を

受
け
る
中
で
も
、
工
夫
と
努
力

を
尽
く
し
て
組
合
員
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
春
と
秋
に
２
回

ず
つ
実
施
し
、
ス
マ
ホ
教
室
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
班
会
や
支

部
運
営
委
員
会
の
開
催
を
さ
ら

に
進
め
ま
し
た
。
け
ん
こ
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
2
0
2
1
の
取
り
組
み

で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
普
及
数

が
過
去
最
高
数
と
な
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
方

か
ら
生
協
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
班

が
誕
生
し
ま
し
た
。

②
2
0
2
0
年
11
月
の
懇
談
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
広
島
市
健
康
福

祉
局
と
連
携
し
た
健
康
づ
く
り

活
動
で
は
、
広
島
医
療
生
協
と

共
同
で
「
健
診
受
け
て
よ
か
っ

た
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
、

2
0
2
2
年
3
月
に
は
広
島
市

西
区
と
共
催
で
の
健
康
づ
く
り

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

③
9
月
21
日
よ
り
10
月
末
ま
で

「
い
っ
せ
い
訪
問
行
動
」
に
取
り

組
み
、
組
合
員
2
2
5
名
・
職

員
2
3
6
名
の
計
4
6
1
名
の

参
加
で
1
8
1
0
件
を
訪
問
し
、

9
1
9
名
の
方
と
対
話
で
き
ま

し
た
。「
年
金
が
少
な
く
て
不
安
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
仕
事
が
減
っ
て
生
活
が
苦
し

い
」
な
ど
の
声
を
受
け
と
め
、

お
困
り
ご
と
に
は
「
よ
ろ
ず

相
談
窓
口
」
な
ど
で
対
応
し

ま
し
た
。

④
8
月
13
日
〜
14
日
に
発
生
し
た

大
雨
土
砂
災
害
で
多
く
の
組
合

員
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
被
災

地
支
部
組
合
員
と
職
員
で
、
避

難
所
訪
問
・
組
合
員
へ
の
電
話

か
け
（
4
8
6
名
の
組
合
員
対

象
に
電
話
か
け
し
、
1
4
4
名

と
対
話
）・

泥
出
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア・看
護
師

派
遣
な
ど

を
行
い
ま

し
た
。

⑤
安
芸
区
矢
野
に
あ
る
居
場
所
「
矢

野
の
家
」
の
一
角
で
、
地
域
の

皆
様
が
健
康
や
介
護
に
関
す
る

相
談
ご
と
を
気
軽
に
持
ち
寄
れ

る
場
と
し
て
、
広
島
中
央
保
健

生
協
の
「
ひ
だ
ま
り
保
健
室
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

⑵「
総
合
力
」と「
連
携
」で
、広
島
中

央
保
健
生
協
の
事
業
を
継
続
し
、

発
展
さ
せ
ま
し
た
。

①
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
必
要
な

設
備
の
整
備
や
新
た
な
体
制
を

組
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
全
て
の
医
科
事
業
所
で
行

い
ま
し
た
。
広
島
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
機

関
に
登
録
し
、
療
養
期
間
が
解

除
さ
れ
た
患
者
の
受
け
入
れ
や

療
養
施
設
に
お
け
る
診
療
の
指

示
を
担
当
す
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を

看
る
重
点
医
療
機
関
の
負
担
を

軽
減
し
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
新
た
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

②
旧
福
島
生
協
病
院
の
跡
地
活
用

で
は
、
第
６
次
長
期
計
画
に
掲

げ
た
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
医
・
福
・
食
・

住
の
提
供
」
に
お
け
る
「
食
」

事
業
の
誘
致
を
中
心
に
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
近
隣
の
土
地

情
勢
の
影
響
も
あ
り
、
確
定
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
㈱
ピ
ー
エ

ム
シ
ー
企
画
へ
の
7
0
0
坪
全

面
売
却
方
針
の
継
続
と
並
行
し

て
、
一
部
売
却
や
新
た
な
事
業

誘
致
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

⑶
地
域
の
す
み
ず
み
に
、医
療
福
祉

生
協
の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

し
た
。

　
　
生
協
強
化
月
間
の
後
半
か
ら

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
支
部
づ
く
り

の
動
き
を
再
起
動
さ
せ
、
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
五
日
市
南
支
部
、

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
は
庚
午
支
部
、

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
牛
田
支
部
の

発
足
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
牛
田
支
部
が
2
0
2
1

年
12
月
16
日
、
庚
午
支
部
が

2
0
2
2
年
1
月
25
日
、
五
日

市
南
支
部
は
3
月
31
日
に
結
成

さ
れ
、
支
部
数
は
31
支
部
と
な

り
ま
し
た
。

⑷
広
島
中
央
保
健
生
協
の
理
念
の
も

と
、平
和
と
社
会
保
障
充
実
に
向

け
、学
び・広
げ・連
帯
を
強
め
ま

し
た
。

　
　
患
者
や
組
合
員
に
向
け
て

行
っ
た
「
75
歳
以
上
医
療
費
2

割
化
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
1

0
4
3
枚
回
収
し
、
2
0
2
1

年
4
月
27
日
に
記
者
会
見
を
開

催
し
て
、
高
齢
者
の
声
と
願
い

を
届
け
ま
し
た
。
秋
の
総
選
挙

に
向
け
て
、
各
政
党
に
「
わ
た

し
た
ち
の
願
い
」（
①
75
歳
以
上

医
療
費
２
割
化
問
題
　
②
地
域

医
療
構
想
・
病
床
削
減
問
題
　

③
核
兵
器
禁
止
条
約
の
政
府
批

准
）
に
つ
い
て
の
公
開
質
問
状

を
送
付
し
、
回
答
内
容
を
組
合

員
に
公
開
し
ま
し
た
。
社
保
連

絡
会
で
は
4
回
の
学
習
会
を
開
催

し
、「
あ
れ
？
お
か
し
い
」
と
の

気
づ
き
を
持
ち
寄
る
地
域
改
善

活
動
の
取
り
組
み
で
は
、
春
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
行
事
で
気
づ
い

た
公
園
の
ト
イ
レ
改
善
、お
よ
び
、

い
っ
せ
い
訪
問
行
動
で
要
望
の

あ
っ
た
公
園
の
ゴ
ミ
処
理
と
不

法
駐
車
対
応
の
3
件
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

2021年度 組合員活動日誌
日付 活　　　動　　　内　　　容 参加

4.
広
島
中
央
保
健
生
協
の
理
念
の

も
と
、平
和
と
社
会
保
障
充
実
に

向
け
、学
び
合
い
、語
り
合
い
、連

帯
し
て
行
動
し
ま
す
。

①
気
候
危
機
や
環
境
破
壊
を
防
ぎ
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

行
動
し
ま
す
。
S
D
G
ｓ
の
視

点
か
ら
事
業
と
運
動
を
見
つ
め

直
し
、
広
島
中
央
保
健
生
協
の

S
D
G
ｓ
宣
言
を
作
成
し
ま
す
。

②
被
爆
体
験
と
平
和
へ
の
想
い
を

次
世
代
に
継
承
し
、
世
界
に
発

信
し
ま
す
。
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
る
日
本
が
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
す
る
こ
と
を
政
府

に
強
く
求
め
、「
黒
い
雨
」
な
ど

す
べ
て
の
核
被
害
者
の
救
済
を

広
範
な
市
民
と
協
同
し
て
進
め

ま
す
。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た

社
会
保
障
や
医
療
体
制
の
問
題
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
、
い
の
ち
と

ケ
ア
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
行
動
し
ま
す
。
憲
法

を
活
か
し
、改
憲
を
阻
止
し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
貫
か
れ
た
、

す
べ
て
の
人
権
を
守
る
社
会
を
つ

く
り
ま
す
。

④
事
業
所
と
地
域
支
部
が
と
も
に
、

医
師
・
介
護
職
員
を
は
じ
め
と

す
る
人
材
の
確
保
と
定
着
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
広
島
中
央
保
健
生
協
の
理

念
に
共
感
し
、
協
同
す
る
職
員

育
成
を
進
め
ま
す
。

4/2
4/18
6/19
6/25
7/1

7/30

8/6

9/2

9/4

9/1・8・11・18

9/23

9/24

11/3

11/20

11/24

11/26

11/29

12/1
1/6

2/18
2/21

3/11・14・16
3/15
3/23

3/25

3/25

①仲間ふやし（人）

②出資金増やし（千円）

③純増資者数（人）

④出資金純増（千円）

⑤減資（千円）

　うち、みなし脱退による減資

　みなし脱退を含まない純増

⑥新規積立増資者数（人）

⑦支部づくり

⑧班づくり

⑨担い手づくり（人）

⑩機関紙配布数

2021年度四課題 実績 前年度実績 前年度差 前年比 目標（計画） 差 計画比

1,448

154,712

4,598

3,337

151,375

2,881

6,218

124

3

20

85

15,428

1,417

162,500

4,824

36,075

126,425

4,005

40,080

165

0

29

97

15,943

31

△ 7,788

△ 226

△ 32,738

24,950

△ 1,124

△ 33,862

△ 41

3

△ 9

△ 12

△ 515

102.2%

95.2%

95.3%

9.3％

119.7%

71.9%

15.5%

75.2%

69.0%

87.6%

96.8%

3,000

150,000

　　

30,000

120,000

200

3

50

200

△ 1,552

4,712

△ 26,663

31,375

△ 76

0

△ 30

△ 115

48.3%

103.1%

11.1％

126.1%

62.0%

100.0%

40.0%

42.5%

Ⅱ
．2
0
2
1
年
度
の
活
動
の
特
徴（
要
約
版
）

健康づくり委員会主催 春のウォーキング企画 安芸中野コース
健康づくり委員会主催 春のウォーキング企画 八幡川沿いコース
第66回通常総代会　

「全世代型社会保障」ストップ大運動報告集会
けんこうチャレンジスタート（11月まで/県全体3,864人）
社保連絡会公開講座第１6回「金権政治を一掃し国民のための
政治に転換を」（河井疑惑をただす会事務局長/山根岩男氏講師）
広島原爆の日　平和学習 （Web）  「被災地、紛争地域の声から
考える『平和』」（フォトジャーナリスト/安田菜津紀氏講師）
けんこうチャレンジ企画「コロナに負けない！健康づくり」

（発酵食品のはなし・おなか引き締め正しいストレッチ）
いっせい訪問行動スタート集会(Web）「貧困を背景とした
困難事例と地域で『支え合う』仕組みづくり」

（県立広島大学/田中聡子氏講師）
生協強化月間直前　職員向け生協加入お勧め「達人講座」

（地域理事より「生協に加入してよかった」ミニ講演）
第34回日本高齢者大会ｉｎながのWｅｂ集会（全体の参加者3,000人）
社保連絡会公開講座第１7回 「報道のウソ、マコトの見分け方」

（中国新聞元論説委員/難波健治氏講師）
健康づくり委員会主催　秋のウォーキング企画 元宇品コース
子育て応援企画　「スマホから子ども達を守ろう」

（広島国際大学/西原いづみ氏講師）
健康づくり委員会主催　秋のウォーキング企画　神社巡りと縮景園コース
社保連絡会公開講座第18回「気候危機～地球温暖化、打開の
道と課題」（広島県自主防災アドバイザー/越智秀二氏講師）
広島県高齢者大会「気候変動とエネルギー政策」

（さよなら原発ヒロシマの会/利本克己氏講師）
大腸がん検診促進キャンペーン(2021年12月～2022年2月)
福島生協病院初期研修医と健康づくり連絡会との交流会
医療福祉生協連「冬のあったか交流会」Web企画
起草委員会主催　次年度方針討論集会
ロシアによるウクライナ軍事侵攻抗議スタンディング行動（福島生協病院前）
広島市共催健康づくり講座　「糖尿病について」（薬剤師/冨士本稔氏講師）
広島市西区厚生部地域支えあい課との健康づくり・子育て支援懇談会
生協利用委員会主催「いのちの章典」実践交流集会

「どんなときでも安心して暮らし続けられるまちに　
～いきるを支える　生協に入ってよかった～」
社保連絡会公開講座第19回　「広島県の金権政治を考える」

（中国新聞元論説委員/難波健治氏講師）

１8人
51人
50人
42人

1,644人

34人

146人

41人

66人

38人

23人

49人

48人

16人

50人

39人

69人

1,830人
１３人
23人
29人

103人
31人
11人

71人

35人
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診療のごあんない 2022年4月現在です。
急な医師の交代で変更もあり得ますので、ご了承ください。
※前回から変更している部分は で表示しています。網掛け （2022年5月から）

受 　 付 　 時 　 間 月 火 水 木 金 土

福島生協病院
082-292-3171

（健診：082-292-3215）

午前

8：30～11：45
診察は9：00～

（� ）内 科

橋 　 本 多 比 良 橋 　 本 橋 　 本
5/19（木）まで 保 手 浜 直江（第1・3・5週）

神 　 尾 三 　 善 神 　 尾 神 　 尾 神 　 尾 交替（第2・4週）
池 　 本 松 　 原 田中（千） 浜 　 本 田中（千） 大 　 学

田中（千） 柴 　 田 柴 　 田 池 　 本 藤原（予約）
5/27（金）まで 交替（予約）

高岡（予約） 藤原（予約）
5/17（火）まで 交替（予約） 大津（予約） 大津（予約）

多比良（予約） 高岡（予約） 藤原（予約） 高岡（予約） 多比良（予約）
保手浜（予約） 飯田（予約） 大津（予約） 多比良（予約） 大学（予約）

橋 　 本
5/24（火）より

藤原（予約）
5/26（木）から

8：30～11：00 健 診 杉原・田代 杉原・佐藤 杉原・田中（貴） 杉原・佐々木 北口・田代
伊藤・石田

（第1・3・5週）
田中（貴）（第2・4週）

8：30～11：45
診察は9：00～

外 科
大 　 森 田 　 代 前 　 田 北 　 口 前 　 田 交　替

9：30〜受付
10：00〜診察宮 　 庄 原 　 田 宮 　 庄 原 　 田 大 　 森

整 形 外 科 長 谷 川 11：00まで杉本 11：00まで長谷川 長 谷 川 杉 　 本 交替（第2・3週）
9：30〜診察

杉本（予約） 杉本（予約） 長谷川（予約）
婦 人 科 大学（完全予約制） 大学（完全予約制）

眼 科 高 　 松 高 　 松 高 　 松 11：00まで高松 高 　 松
松 　 浦 松 　 浦 松 　 浦 11：00まで松浦 松 　 浦

耳 鼻 咽 喉 科 大 　 学 大 　 学 大 　 学
皮 膚 科 大 　 学 大 　 学 大 　 学
泌 尿 器 科 10：00〜診察 大学 10：00〜診察 大学 大 　 学

午後

13：30～16：30
診察は14：00～

内 科
多比良（予約） 大津（予約） 神 　 尾 橋 　 本
飯田（予約） 保手浜（予約） 藤原（予約） 高岡（ペースメーカー）

叶（ 予 約 ） 多比良（予約）
整 形 外 科 戸 　 田

13：45～16：00
診察は14：00～

外 科 原 　 田
肛 門 科 田 　 代
眼 科 高 　 松 松 　 浦

夜間 16：30～18：00 診察は17：00～ 内 科 藤原（予約・不定期）

生協小児科ひろしま
082-532-1260

午前 8：30～11：30 北 　 村 北 　 村 北 　 村 北 　 村 北 　 村 12：00まで受付
北村

（第2週休診）泉

13：00～14：00 予防接種
（予約制）

予防接種
（予約制）

乳児健診
（完全予約制）

予防接種
（予約制）

午後 14：30～16：30 北 　 村 北 　 村 北村（第4週休診） 北 　 村 北 　 村

生協歯科ひろしま
082-291-1333

午前 8：30～11：30

今 　 川 高 　 橋 今 　 川 高 　 橋 今 　 川
交替

（12：00まで）
第5土曜日は

休診

平 　 岡 高 　 橋 松 　 井 高 　 浜
高 　 浜 松 　 井 高 　 浜 山 　 本 平 　 岡
山 　 本 山 　 本

平 　 岡

午後 11：30～16：30
今 　 川 高 　 橋 高浜（第2・4） 高 　 浜 今 　 川 交替

（13：30〜）
第5土曜日は

休診

松 　 井 今 　 川 平岡（第2・4） 今 　 川 高 　 橋
高 　 橋 山 　 本 高橋（月2回） 高 　 浜
高 　 浜 高 　 浜 平 　 岡 松 　 井

夜間 16：30～19：30
高 　 橋 今 　 川 今 　 川 高 　 橋
松 　 井 山 　 本 高 　 浜 松 　 井
平 　 岡 高 　 浜 平 　 岡 山 　 本

予約は一般外来（初再診外来）を受けていただき、治療が
必要と医師が判断した場合、専門医の予約を取って通院、
治療していただくことになっています。

予約は
8：30～12：00
診察は9：00～

※耳鼻咽喉科・
　皮膚科・泌尿器科
急な休診の可能性 
あり。事前にお問い
合わせください。

※
※
※

土曜日の午後診療スタート
NEW

予約制です。痛み等ある場合はご相談ください。

受 　 付 　 時 　 間 月 火 水 木 金 土

生協さえき病院
082-926-4511

午前 9：00～12：00

内 科
世戸（博） 荒 　 井 山 　 科 叶 高 　 内 高 　 内
沼 　 本 世戸（博） 黒 　 川 佐 　 藤 大 　 学 交 　 替

内 科
（ 予 約 ）

福 　 山 重 　 本 重 　 本 福 　 山
伊 　 藤 荒 　 井

健 診 渡 　 辺 南 　 方 佐 　 藤 根 　 本 佐 　 藤 交 　 替
整 形 外 科 三 　 好 三 　 好 三 　 好 三 　 好 交替 10：30まで 

午後 15：00～17：00 内 科
14：00〜17：00 高内 14：00〜17：00 伊藤 佐 　 藤 佐 　 藤

南 　 方
夜間 17：00～19：00 内 科 福 　 山

生協さえき歯科
082-926-1148

午前
8：30～11：30

水曜は11：00まで
※予約制です

保 　 子 星 星 星 星 星
福 　 井 保 　 子 保 　 子 福 　 井 保 　 子 保 　 子
末 　 井 福 　 井 福 　 井 末 　 井 末 　 井

福 　 井

午後 13：30～17：00　水曜は14：00～
※予約制です

星 星 星 保 　 子
福 　 井 15：00まで保子 末 　 井 15：00まで星
末 　 井 16：00まで末井 16：00まで福井

夜間 17：00～19：30
※予約制です

16：30〜保子 16：30〜星
17：30〜末井 17：30〜福井

受 　 付 　 時 　 間 月 火 水 木 金 土

コープ五日市診療所
082-924-0608

午前 9:00～12：00 内 科 佐 々 木 長 　 谷 佐 々 木 佐 々 木 佐 々 木 佐々木（第1・3週休診）
午後 15:00～16：30 内 科 佐 々 木 佐 々 木
夜間 17:00～18：30 内 科 佐 々 木 佐 々 木

コープ草津診療所
082-272-8665

午前 9:00～12：00 内 科
世戸（寛） 福 　 山 世戸（寛） 福 　 山 世戸（寛） 第2・4週のみ

診療 八田
午後 14:00～17：00 内 科 世戸（寛） 世戸（寛） 世戸（寛）
夜間 17:00～18：00 内 科 福 　 山

①広島中央保健生活協同組合 本部・総務部 082-292-3179（出資金取扱い窓口）
②広島中央保健生協居宅介護支援事業所 082-292-0852（介護関連問い合わせ窓口）

③地域包括ケア部 082-532-1264（組合員活動関連問い合わせ窓口）
④よろず相談窓口 082-553-9578

診療体制は変更となる場合がございます。
事前にお問い合わせ下さい。



十方山（じっぽうざん）1318.9㍍ 廿日市市吉和
その名を示す平坦で広い頂上の県内3位の高峰である。
今年2月にあったように冬には遭難の多い山でもある。
登山口は廿日市市吉和の立岩ダム上流部の瀬戸谷の合
流点にあり、立派なトイレと広い駐車スペースがある。自
然林の尾根の中の急坂を登っていくと、やがて谷筋を進む
ようになる。谷の左岸から右岸へ渡って少し登ると尾根に
出て樹間から頂上付近が見えはじめる。三ツ倉遭難碑のあ
るピークの右側の巻き道を進み、鞍部を過ぎて広葉樹の
尾根道を登る。笹の間の登山道を登りしばらく行くと突然
前方が開けて平坦な笹の草原になる。風の通る草原の中
を遭難碑を左に見て20分歩けば頂上に着く。頂上からは、

正面に立岩山、右
手に吉和冠山、左
手には内黒山が
見渡せる。
下山は往路を
下り、谷筋の道から分かれている瀬戸の滝への道を下り、
落差47メートルの瀬戸の滝の豪快な飛沫を浴び、遊歩道
を20分歩けば登山口に出る。
往復約5時間。登山道は水越林道からと内黒峠からの

コースもある。
湯来支部　牧野�一見

わがまち散歩

瀬戸の滝

頂上

　日本脳炎は、感染した豚から蚊を介して感染し、高熱、けいれ
んなどの症状を示す脳炎を引き起こす病気です。
　日本脳炎ワクチンは、第一期の1回目を生後6か月から打つこ
とができ、4週間あけて2回目、1年あけて3回目を打ちます。4回
目（第二期）は、9歳から12歳（13歳になるまで）に接種します。
　第一期の3回目は、2回目から1年あいだが空くため接種を忘
れてしまいがちです。あまり間隔が空きすぎないようお気をつけ
ください。
　現在、ワクチンの供給不足は解消されました。ワクチンをお待
ちいただいていた方も、一週間前までにご予約の上接種してくだ
さい。

接種日を過ぎてはいませんか？

『日本脳炎ワクチン』

生協小児科ひろしま　TEL：082-532-1260

事業所だより

広島市との共催企画「健康づくり講座」
３月15日（火）に広島市と共催で健康づくり講座を開催しまし
た。7日（月）にまん延防止等重点措置が明けてからの広報でした
が、31名もの方が参加してくださいました。講座ではまず保健師
からお話があり、西区の健診受診と健康寿命のデータに触れな
がら健診を受けることの大切さを学びました。後半はアルカス薬
局の冨士元さんが講演しました。講演は、かかりつけ薬局と糖尿
病の二本柱で進みました。かかりつけ薬局については、かかりつ
け薬局を持つことで複数の医療機関にかかっていても薬の管理
がきちんとできることや、お薬手帳を常に持っていることで緊急
時に迅速に治療や処方を受けられるという話がありました。糖尿
病の話では糖尿病の基本知識からインスリン注射が回復に有用
であること、普段からの適度な運動のすすめまで幅広くご講演
いただきました。参加
者からも「薬のことが
よく分かった」「目から
鱗でした」などの感想
が寄せられました。
（理事会健康づくり委
員会発）

2022年4月1日（金）、生協けんこうプラザにて、広島中央保健生協を
担っていく新入職員の入職式が行われました。
新たに迎えた35名の職員は、地域の組合員との協同により、生協の事
業と運動を飛躍させる原動力となっていきます。
入職式を終えると、オ

リエンテーションが始ま
ります。広島中央保健生
協の沿革や理念、医療
安全対策や院内感染防
止のポイントなどについ
て、2日にわたって学びま
した。（生協総務部発）

お問い合わせ先

フレッシュな35人が
しました！ 職入 

組合員のみなさん、
　よろしくお願いします！

脳 いきいきクイズ レッツ
 チャレンジ!!

レッツ
 チャレンジ!!

レッツ
 チャレンジ!!

4月号の答え（A1.後は野となれ山となれ・A2.石橋をたたい
て渡る・A3.馬の耳に念仏・A4.縁の下の力持ち・A5.親の心子
知らず・A6.河童の川流れ・A7.臭いものにふたをする・A8.芸
は身を助ける・A9.聞いて極楽、見て地獄・A10.紺屋の白袴）
でした。
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733-0031 広島市西区観音町16-19-4F
広島中央保健生協　組合員活動推進課　けんこう編集係
E-mail：soshikibu@hch.coop　FAX（082）-532-1267

宛先

　7月号の川柳のお題は「夕焼け（締め切りは5月20日）です。自由演題で
も結構です。その他、「私の家族（ペット）」「私のとっておきの一枚」「コロナ
に負けない!私のストレス解消法」を募集しています。写真と簡単な紹介
文を編集部までお送りください。

川柳、俳句、短歌 ●福島生協病院と生協さえき病院での新型コロナウイルス感染
症のクラスター発生に伴う入院制限によって、2月の経営結果
は約７千万円の赤字となりました。クラスター発生で空床にせ
ざるを得なかった病院への補助金（みなし重点医療機関認定に
よる空床確保料）申請を行い、約4千万円が支給されることにな
りました。
●1月の理事会から検討を進めていた「2022年度の保健生協の重
点課題(案)」について、「けんこう」5月号掲載分を確認しました。

おたより募集 理事会より（3月理事会報告）

　湯来支部では、年度末の３月３０日（水）に、けんこう
手配りをされている方の交流会を行いました。
　会場の湯来ロッジの近くでは、桜も三分咲きから五分咲
きといったところで、春が訪れるまでにはもう少し時間がか
かりそうでした。
　交流会では「けんこう」の手配りの重要性や、普段の手配
りの様子についてみなさんで意見を交わしました。高低差の大きな湯来の団地では、手配りさん方
のお仕事もかなり重労働になるそうです。手配りさんの中でも、「まったく組合員さんと顔を合わせ
ない」という方もいれば、「毎月の「けんこう」を心待ちにしてくださっている方がいる」という話もあ
りました。また、手配りに伺ったお家でコーヒーをごちそうになるというお話や、山間の別荘で出迎
えてくれるワンちゃんのお話など、手配りさんのほっこりエピソードも聞くことができました。
　毎月のみなさんの「けんこう」の手配りの中での、ささやかな楽しみについて知ることができて
よかったです。

　3月18日（金）に昨年12月に立ち上げたスマイル班の第
１回目の班会を開催しました。組合員10名、職員3名の計
13名の参加でした。
　高齢者施設を見学したいという組合員さんからの声で
誕生しましたが、コロナ禍ということもあり、施設に見学に
行くのはなかなか難しい状況です。まずは高齢者施設には
どんな種類があるのかを学習しようということになり、地域包括ケア部の飯星さんを講師に招き、

施設の種類や選ぶ際の注意点、入所に係る費用などについて学びました。
　そのうえで、今の日本の高齢者に必要なのは先のことを案じるのではな
く、『受援力』を高めることですと強く訴えられていました。「助けが必要な時
に助けてと言える力を養い、いろいろな介護制度を利用し、最期まで自宅で
安心して暮らせる、それこそが人間らしい生き方だと感じました」また「SOS
サインを出している方に気づく力も必要だと思いました」などの感想が出さ
れていました。
　学習会後の交流では次回は介護保険制度について学んでみたい、まずは
地域の施設から見学してみようなど様々な意見もあり、とても楽しい班会と
なりました。

受援力が大事！　～安芸中央支部～

手配り者の集いを開催　～湯来支部～

　3月27日（日）に、井
口・鈴が峰支部の旅班で
「おりづるタワー」に行
きました。
　久しぶりの旅班の活
動となったこと、初めて
参加してくださった組合
員さんがいたことに喜
びの声があがりました。
　展望台が13階にあっ
たのですが、みんなで気合を入れて階段を使い上りきました！�
まだまだ元気いっぱいです。
　上から見る広島の街並みはとても綺麗で「来れてよかった
わ～♪」と思い出に残る1日になりました。
　また、原爆ドームや展示を見ながら改めて平和について考え
るよい機会となりました。
　コロナ禍で動けなかった分、自分たちのできる範囲でこれか
らも楽しみながら学び合える行事を企画していきます。

職員社保委員会が３月１１日（金）、１４日（月）、１６日（水）の3日間、アピール行動を
提起、福島生協病院前の緑地帯は、「戦争反対」「ロシアは国連憲章を守れ」「今こそ憲
法９条を守ろう！」などと書かれたプラカード、横断幕、幟旗で埋め尽くされました。延
べ１０３名の職員、組合員が参加しました。初日は理事会社保平和委員長の藤本理事
がスピーチ。プーチン大統領の蛮行への怒り、この機に乗じた核共有論、憲法９条改
悪を持ち出した日本の政治を批判しました。職員のリレースピーチでは、広島は世界
で最初に戦争で核兵器が使われ、大量殺戮が行われた街であり、わたしたちは、広島
の苦しみを繰り返すことを許さない。日本政府に核兵器禁止条約に批准することを
求めるとともに、武力の行使を禁じた国連憲章と憲法9条にもとづく外交努力の先頭
に立つことを求めるとの力強い訴えがありました。最終日には藤原秀文理事長が「私
たちはこれからも『平和を守れ、核兵器を使うな』という声を届けていきたい」と行動
のまとめの発言がありました。通りかかった方や車の中から笑顔で応える人、共感し
て手を振ってくださる方が多数おられました。（職員社会保障�平和委員会発）

初めてのおりづるタワー！
～井口・鈴が峰支部　旅班～
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＊採用された方には図書カードをプレゼントします。
　ぜひご住所をお知らせくださいませ。　広報委員会

選考を円滑に行うため、投稿数は一人５句までとさせていただきます。お知らせ
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“

「戦争反対」アピール行動に
職員、組合員がアクション！
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